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1.  平成22年12月期第1四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第1四半期 1,590 5.3 27 ― 0 ― △15 ―

21年12月期第1四半期 1,510 ― △14 ― △44 ― △34 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第1四半期 △1.55 ―

21年12月期第1四半期 △3.40 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第1四半期 22,556 9,994 44.3 978.09
21年12月期 22,535 10,059 44.6 984.50

（参考） 自己資本   22年12月期第1四半期  9,994百万円 21年12月期  10,059百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 2.00 ― 5.00 7.00
22年12月期 ―

22年12月期 
（予想）

2.00 ― 4.00 6.00

3.  平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率） 

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

3,750 0.3 100 △4.1 40 △11.8 10 △53.4 0.98

通期 7,700 1.7 310 1.6 200 5.4 110 △3.5 10.77



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等につい
ては、４ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期第1四半期 10,346,683株 21年12月期  10,346,683株

② 期末自己株式数 22年12月期第1四半期  128,591株 21年12月期  128,519株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年12月期第1四半期 10,218,106株 21年12月期第1四半期 10,256,968株



文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断したも

のであります。  

  

当第１四半期連結会計期間における当社グループを取り巻く環境は、中国をはじめとした海外経済の回復やエコポ

イント制度・エコカー減税など政府による経済対策の効果もあり、一部の業種で持ち直し傾向にあるものの、依然と

して厳しい雇用状況などから個人消費が引き続き低迷する状況で推移いたしました。 

このような状況のもとで、当社グループといたしましては、企業理念のキャッチコピーである「ココロを『みど

り』でいっぱいに。」を合言葉に、各事業におきまして、お客さまに夢や感動を提供することを最重要課題と認識

し、さらに競争力を高めるために、当社の独自性を全面的に打ち出すとともに収益性の向上に努めながら事業活動を

推進してまいりました。  

業績につきましては、当第１四半期連結会計期間は季節的に年間の中で特に売上が少なく、損益面でも例年損失が

出ている時期ではありますが、ゴルフ事業を除く全部門が好調に推移いたしました結果、売上高1,590,636千円（前

年同期比5.3％増）となり、営業利益27,468千円（前年同期は営業損失14,351千円）、経常利益197千円（前年同期は

経常損失44,466千円）、当第１四半期純損失は15,884千円（前年同期比19,038千円の損失減）となりました。  

  

   

次に、事業の種類別セグメント業績は次のとおりです。 

  

① 遊園地事業 

 九州の『グリーンランド』におきましては、暖冬や天候に恵まれ、また、昨年3月末から始まりました高速

道路料金の休日割引制度の効果による遠距離からの集客増加が当第１四半期間も続き、売上高は、前年同期比

54,262千円増収（+9.5％）の627,045千円となりました。 

 また、北海道の遊園地事業におきましては、冬季の主たる営業でありますスキー場で前年に引き続き、暖冬

による雪不足ではありましたものの、売上高は、前年同期比963千円増収（+2.0％）の48,664千円となりまし

た。 

 その他の遊園地事業を加えた結果、当事業の売上高は、前年同期比50,180千円増収（+7.9％）の682,941千

円となり、営業利益は、前年同期比11,403千円増益（+48.1％）の35,134千円となりました。 

② ゴルフ事業 

 直営３ゴルフ場におきましては、大牟田ゴルフ場は好調に推移したものの、グリーンランドリゾートゴルフ

コースや広川ゴルフ場で周辺ゴルフ場との競合も激しく、低調に推移いたしました。 

 この結果、当事業の売上高は、前年同期比12,554千円減収（△5.0％）の240,116千円となり、営業損失は、

前年同期比5,387千円損失増の32,128千円となりました。  

③ ホテル事業 

 九州のホテルにおきましては、韓国人宿泊客がウォンの為替高の影響もあり増加したことや、婚礼組数の増

加など好調に推移し、売上高は、前年同期比45,171千円増収（+16.2％）の324,482千円となりました。 

北海道のホテルにおきましては、宿泊客は増加しましたものの、婚礼をはじめとする宴会部門が低調に推移

し、売上高は、前年同期比6,224千円減収（△5.1％）の115,288千円となりました。 

 この結果、当事業の売上高は、前年同期比38,946千円増収（+9.7％）の439,770千円となり、営業損失は、

前年同期比16,718千円損失減の4,876千円となりました。 

④ 不動産事業 

  当事業の売上高は、ほぼ前年並みの前年同期比635千円減収（△1.7％）の37,263千円となり、損益面では経

費が減少しました結果、営業利益は、1,709千円増益（+9.6％）の19,449千円となりました。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

   

当第１四半期 

連結会計期間 

（千円） 

前第１四半期 

連結会計期間 

（千円） 

増減額 

（千円） 

増減率 

（％） 

 売上高  1,590,636    1,510,884    79,751    5.3

 営業利益(△損失)    27,468    △14,351    41,819    －

 経常利益(△損失)    197    △44,466    44,663    －

 四半期純利益(△損失)    △15,884  △34,923  19,038    －



⑤ 土木・建設資材事業 

 当事業の売上高は、前年同期比で微増の986千円（+0.5％）増収の180,833千円となりましたが、売上受注内

容の構成比の変化により、営業利益は前年同期比17,687千円増益（+28.0％）の80,744千円となりました。 

⑥ その他の事業 

 当事業の売上高は、ギフト商品販売や人材派遣業が好調に推移し、前年同期比2,827千円増収（+41.1％）の

9,709千円となり、営業利益は4,779千円好転の2,759千円となりました。 

  

  

 (流動資産) 

  流動資産は、1,348,105千円（前連結会計年度末比73,489千円増加）となりました。主な要因は、受取手形及び

売掛金の増加62,724千円によるものであります。  

 (固定資産) 

  固定資産は、21,208,049千円（前連結会計年度末比52,390千円減少）となりました。主な要因は、有形固定資産

が減価償却などで55,793千円減少したことによるものであります。  

 (流動負債) 

  流動負債は、4,461,744千円（前連結会計年度末比68,033千円減少）となりました。主な要因は、営業未払金で

152,073千円増加したものの、短期借入金で132,369千円、社債で86,000千円減少したことによるものでありま

す。  

 (固定負債) 

  固定負債は、8,100,216千円（前連結会計年度末比154,690千円増加）となりました。主な要因は、長期借入金で

203,130千円増加したことによるものであります。  

 (純資産) 

  純資産は、9,994,193千円（前連結会計年度末比65,558千円減少）となりました。主な要因は、利益剰余金で

66,975千減少したことによるものであります。  

   

 当第１四半期の連結業績は、連結業績予想に対して、ゴルフ事業が低調に推移しましたものの、遊園地事業やホテ

ル事業などその他の全事業で順調に推移いたしております。  

 第２四半期以降につきましても、概ね順調に推移するものと予想しております。 

 以上のことを踏まえ、現時点では平成22年２月15日の決算短信発表時に公表いたしました、第２四半期連結累計期

間及び通期の連結業績予想に変更はありません。 

  

 なお、実際の業績は、今後の経済情勢の変化や事業運営におけるさまざまな状況変化によって、予想の数値と異な

る可能性があります。  

   

 該当事項はありません。 

１．簡便な会計処理 

（一般債権の貸倒見積高の算定方法）  

 一般債権の貸倒見積高の算定方法は、当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算

定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を

算定する方法としております。 

（繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法）  

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックスプラ

ンニングを利用する方法によっております。 

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 該当事項はありません。 

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末 
(平成22年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 528,128 525,475 

受取手形及び売掛金 271,117 208,392 

有価証券 998 999 

商品及び製品 10,886 32,022 

原材料及び貯蔵品 32,035 40,736 

販売用不動産 347,537 347,537 

繰延税金資産 30,730 13,125 

その他 145,582 125,318 

貸倒引当金 △18,912 △18,992 

流動資産合計 1,348,105 1,274,615 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,378,450 5,431,546 

機械装置及び運搬具（純額） 423,217 435,479 

土地 14,433,886 14,433,910 

その他（純額） 119,874 110,285 

有形固定資産合計 20,355,428 20,411,221 

無形固定資産   

その他 238,903 239,094 

無形固定資産合計 238,903 239,094 

投資その他の資産   

投資有価証券 194,050 191,513 

繰延税金資産 325,789 326,742 

その他 103,859 101,850 

貸倒引当金 △9,982 △9,982 

投資その他の資産合計 613,716 610,123 

固定資産合計 21,208,049 21,260,440 

資産合計 22,556,154 22,535,055 



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末 
(平成22年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 54,728 68,885 

営業未払金 222,820 70,746 

1年内償還予定の社債 － 86,000 

短期借入金 3,783,510 3,915,879 

未払金 256,339 231,001 

未払法人税等 39,459 56,961 

賞与引当金 18,026 － 

その他 86,859 100,304 

流動負債合計 4,461,744 4,529,777 

固定負債   

長期借入金 3,765,161 3,562,031 

長期預り金 4,131,178 4,192,744 

退職給付引当金 44,046 44,406 

役員退職慰労引当金 49,578 49,578 

負ののれん 883 1,178 

その他 109,368 95,586 

固定負債合計 8,100,216 7,945,525 

負債合計 12,561,961 12,475,303 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,180,101 4,180,101 

資本剰余金 4,767,834 4,767,834 

利益剰余金 1,097,523 1,164,498 

自己株式 △42,093 △42,072 

株主資本合計 10,003,366 10,070,362 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △9,172 △10,610 

評価・換算差額等合計 △9,172 △10,610 

純資産合計 9,994,193 10,059,752 

負債純資産合計 22,556,154 22,535,055 



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

売上高 1,510,884 1,590,636 

売上原価 1,379,833 1,415,607 

売上総利益 131,051 175,028 

販売費及び一般管理費 145,402 147,560 

営業利益又は営業損失（△） △14,351 27,468 

営業外収益   

受取利息 143 57 

受取配当金 390 405 

負ののれん償却額 294 294 

受取賃貸料 2,124 1,840 

雑収入 1,004 980 

営業外収益合計 3,956 3,577 

営業外費用   

支払利息 33,669 30,593 

雑損失 402 255 

営業外費用合計 34,071 30,848 

経常利益又は経常損失（△） △44,466 197 

特別利益   

固定資産売却益 － 358 

固定資産受贈益 15,000 － 

その他 481 79 

特別利益合計 15,481 438 

特別損失   

固定資産除売却損 1,351 530 

投資有価証券評価損 5,643 － 

特別損失合計 6,994 530 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△35,978 104 

法人税、住民税及び事業税 2,572 33,738 

法人税等調整額 △3,627 △17,749 

法人税等合計 △1,055 15,989 

四半期純損失（△） △34,923 △15,884 



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△35,978 104 

減価償却費 107,550 107,410 

負ののれん償却額 △294 △294 

投資有価証券評価損益（△は益） 5,643 － 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △4,198 △360 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 17 △79 

受取利息及び受取配当金 △533 △462 

支払利息 33,669 30,593 

固定資産受贈益 △15,000 － 

固定資産除売却損益（△は益） 1,351 172 

売上債権の増減額（△は増加） △13,987 △62,451 

たな卸資産の増減額（△は増加） 12,565 29,836 

仕入債務の増減額（△は減少） 78,604 137,917 

未払金の増減額（△は減少） 57,454 32,150 

未払消費税等の増減額（△は減少） △10,668 △8,746 

その他 △37,073 △33,649 

小計 179,122 232,141 

利息及び配当金の受取額 533 462 

利息の支払額 △36,479 △27,169 

法人税等の支払額 △40,378 △41,006 

営業活動によるキャッシュ・フロー 102,797 164,428 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,500 △1,500 

有価証券の取得による支出 △997 △998 

有価証券の売却による収入 996 997 

有形固定資産の取得による支出 △29,297 △33,595 

有形固定資産の売却による収入 8 642 

無形固定資産の取得による支出 △1,480 － 

その他 25 0 

投資活動によるキャッシュ・フロー △32,244 △34,453 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △33,000 － 

長期借入れによる収入 130,000 670,000 

長期借入金の返済による支出 △437,944 △599,239 

社債の償還による支出 △86,000 △86,000 

長期預り金の返還による支出 △53,600 △61,566 

自己株式の取得による支出 △14,141 △21 

配当金の支払額 △30,932 △51,191 

その他 － △804 

財務活動によるキャッシュ・フロー △525,618 △128,821 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △455,065 1,153 

現金及び現金同等物の期首残高 887,794 522,175 

現金及び現金同等物の四半期末残高 432,729 523,328 



 該当事項はありません。 

  

  

 （注）１．事業区分は営業種目の類似性により区分しております。 

２．各事業の主な営業種目 

(1)遊園地事業…………… グリーンランド、北海道グリーンランド遊園地、北海道グリーンランドホワイトパ

ーク（スキー場）、モビリティおおむた 

(2)ゴルフ事業…………… グリーンランドリゾートゴルフコース、有明カントリークラブ大牟田ゴルフ場、 

久留米カントリークラブ広川ゴルフ場 

(3)ホテル事業…………… グリーンランドリゾートオフィシャルホテルブランカ、北海道グリーンランドホテ

ルサンプラザ、グリーンランドリゾートオフィシャルホテルヴェルデ 

(4)不動産事業…………… 不動産の賃貸、売買 

(5)土木・建設資材事業… 建設資材の製造・販売・運搬 

(6)その他の事業………… 生損保保険代理店等営業業務、労働者派遣業務 

３．会計処理基準に関する事項の変更 

 前第１四半期連結累計期間  

「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」の会計処理基準に関する事 

項の変更の２に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業

会計基準第９号 平成18年７月５日)を適用しております。これによる、セグメントに与える影響はありま

せん。   

「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」の会計処理基準に関する事項

の変更の３に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より「リース取引に関する会計基準」(企業会計基

準第13号(平成５年６月17日(企業会計審議会第一部会)、平成19年３月30日改正))及び「リース取引に関す

る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日(日本公認会計士協会 会計制

度委員会)、平成19年３月30日改正))を適用しております。これによる、セグメントに与える影響はありま

せん。 

「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」の「追加情報」に記載のとお

り、平成20年度法人税法の改正を契機として、機械装置の耐用年数について見直しを行い、当第１四半期連

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  

前第１四半期連結累計期間（自平成21年１月１日 至平成21年３月31日） 

遊園地事業 
（千円） 

ゴルフ事業 
（千円） 

ホテル事業 
（千円） 

不動産事業 
（千円） 

土木・建設
資材事業 
（千円） 

その他の
事業 
（千円） 

計（千円） 
消去又は
全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高                   

(1) 外部顧客に対する売

上高 
 632,761  252,670  400,824  37,899  179,847  6,881 1,510,884  － 1,510,884

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 1,136  2,647  28,277  245  294  17,491  50,093 (50,093)  －

計  633,897  255,318  429,102  38,144  180,141  24,373 1,560,977 (50,093)1,510,884

営業利益（△損失）  23,731  △26,740  △21,595  17,739  63,057  △2,020  54,171 (68,523)  △14,351

  

当第１四半期連結累計期間（自平成22年１月１日 至平成22年３月31日） 

遊園地事業 
（千円） 

ゴルフ事業 
（千円） 

ホテル事業 
（千円） 

不動産事業 
（千円） 

土木・建設
資材事業 
（千円） 

その他の
事業 
（千円） 

計（千円） 
消去又は
全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高                   

(1) 外部顧客に対する売

上高 
 682,941  240,116  439,770  37,263  180,833  9,709  1,590,636  － 1,590,636

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 700  2,678  13,323  245  320  22,303  39,571 (39,571)  －

計  683,641  242,795  453,094  37,509  181,153  32,012  1,630,207 (39,571)1,590,636

営業利益（△損失）  35,134  △32,128  △4,876  19,449  80,744  2,759  101,083 (73,615)  27,468



結会計期間より改正後の法人税法に基づく耐用年数を適用しております。これによる、セグメントに与える

影響は軽微であります。 

   

当第１四半期連結累計期間（平成22年１月１日～３月31日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

   

当第１四半期連結累計期間（平成22年１月１日～３月31日） 

 海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

   

 該当事項はありません。 

   

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



該当事項はありません。  

  

  

６．その他の情報
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